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　高森町は、創造的復興の一環として、「定住」
「観光」「防災」をキーワードに南阿蘇鉄道の始
発・終発点である高森駅と駅周辺の整備に取り
組んでいる。
　2023年7月15日の南阿蘇全線運転再開に向
け、同年4月28日に先行して南阿蘇鉄道高森駅
の新駅舎落成式が開催された。
　2024年夏の全面完成に向けて、交流棟・回廊・交
流広場の工事が進められており、設計者が目指
した「とにかく広いプラットホーム」が形になる。

　芦北町は、令和２年7月豪雨災害で被災された芦北町民や、移住希望者が安全安心を実感できる住
環境を整備し、次世代に繋いでいく施設として、公営住宅を整備している。
　「“広いハラッパ、緑の中庭”でくらしを守り、つくる」をコンセプトに、日常の生活では、こどもが伸
び伸び遊べる中庭、温泉の町である芦北町の持ち味を生かした足湯、各住戸には薪ストーブなど、芦
北町でしか住めない「オンリーワンの公営住宅」だ。また、非常時には浸水対策として垂直方向に避難
できるデッキや、隣接する山や川の災害リスクを少なくするため、配置も工夫されている。

　球磨焼酎で全国的に知られる高橋酒造株式
会社は、「お酒は単に酔うための液体ではなく、
文化である。お酒を造る蒸留所についても、文化
的や芸術的なものである必要性がある。」とい
う思いから、アートポリス事業に参加された。
　町の過疎化により廃校となった築34年の旧
田野小学校校舎と体育館を蒸留所と地域交流
施設に再生し活用する。
　設計者が赤い屋根という「物質的記憶」、小学
校らしさが感じられる「郷愁的記憶」、そして周
囲に広がる田野高原の自然や環境を生かすこ
とによる「地域的記憶」の3つの記憶を持つ建物
を目指した。2024年の夏にいよいよ完成する。
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芦北町湯浦地区地域優良賃貸住宅

事業概要
事業主体／高森町
設計者／太田浩史（株式会社ヌーブ） 
延べ面積／駅舎 約520㎡  防災交流施設等 約260㎡
構造・階数／木造・地上2階

　本プロジェクトでは、県内の工業高校生や熊本
県内の建築関係者や林業関係者を対象に、完成
した新駅舎と工事中の交流棟の現場見学会を複
数回開催。
　見学会では、設計を担当したヌーブ 石島健史
氏から本施設の設計コンセプトや、設計事務所
の業務内容につい
て 紹 介され、施 工
者 の 竹 内 工 務 店  
岩元政貴氏からは
モノづくりの 楽し
さや、建 設 業 の 魅
力が伝えられた。

現場見学会を開催！

参加者 C omment

赤い屋根など田野小学校らしさを生かした改修
により数十年先にもこの風景を残してもらえるこ
とを、とても嬉しく思います。国外からの来客も
望める田野蒸留所の完成は地域にとっての光で
す。蒸溜所への訪問を通して田野町の良さも知っ
てもらいたいです。3年後の完成が楽しみです。

田野町町内会町  元 田 芳 照 さん

今回の現場見学で屋根裏を初めて見て、こんな
に立派な建物で学んでいたのだと知りました。木
板に書かれた校歌の歌詞は、私が小学1年生の頃
に地域の方々が考えてくれたものです。住民がず
いぶん減ってしまった今、校舎を生かす形で残し
てもらえるのは嬉しいお話です。

田野小学校卒業生  元 田 麻 文 さん

左から、龍口元哉氏、片山和俊氏、
太宏設計日高由実子氏、同社福田達也氏

設計者 C omment

片山氏　火を焚いて暮らすのは楽しい。生活の中に薪
ストーブがあることで、若い世代に町の魅力をより伝え
ることができると思い、提案した。

龍口氏　日常的な生活は崩さずに災害に備えられる住宅、
在宅避難ができる住宅を目指した。間伐材を利用し、災
害時に使える薪ストーブを各住戸に設置した。

事業概要 事業主体／芦北町　　設計者／片山和俊＋龍口元哉＋太宏設計事務所
延べ面積／約1470㎡　　構造・階数／木造・２階

小川工業高校現場見学会
2023年12月7日に、建築を学ぶ小川工業高校２年生を対象とした現場
見学会を開催。設計者であるyHa architectsの平瀬祐子氏が模型を
使って、廃校になった校舎や体育館をリノベーションする際の構造的な
考え方などを説明され、速永工務店の黒木浩行氏や藤岡孟之氏が、改修
工事の施工手順を説明した。

事業概要
建設地／人吉市田野町3316-4
事業主体／高橋酒造株式会社
改修規模／約1,300㎡（増築約400㎡）
　　　　　1階：約850㎡、2階約450㎡
事業内容／旧田野小学校校舎等を蒸留所、
　　　　　地域交流施設に改修

現場見学と地元住民参加型ワークショップを開催
大規模リノベーション中の廃校内部を公開！ 
和やかな雰囲気の中、旧田野小学校の校歌の木板を塗装するワークショップを開催した。

プ ロ ジェクト の 詳 細 は
こちら を チェック→ →

C h e c k !

20 2 4 .3 .5  sun   20 2 3.12 .7 thu

関係者による上棟式を開催

豊かな自然や水がある田野地区
の、廃校を改修した建物でウイ
スキーが製造できることを最大
限に生かしたい。

20 2 4 . 3 .7 thu

2 0 2 3.12 . 9 sat
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地 元 の 湯 浦 小 学 校５年 生 が 塗 装 ワー ク
ショップを体験。当日は、設計者の片山氏、
龍口氏から、住宅の計画、施工者の松島建
設村崎氏から工事について説明。職人から
塗装の方法や、塗料の種類について学んだ。

地元小学生塗装ワークショップ

高橋酒造 C omment

高橋酒造株式会社 
代表取締役社長  高 橋 光 宏 氏








